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新産兒 生理 的黄疸 に於け る皮膚特異性 に就て
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　 　 ρ

　　第 1章　皮嚼酸化還元能力の推移に就て
．

　　　　　　 第 1節 緒 　　霄 　　　　　 ノ

　余 は前囘 に於て逹 べ し如 く， 皮膚黄疸度 と血 中

ビ リ ル ビ ン 量（以下 ビ量 とす）とは 必 す しも一致せ

す ，

1
且 っ 成人 と異な り皮 囎黄疸出現閾は極 め て 尚

値を示 せ り． 之等は新産兒 皮膚の特異性に基 くも

の に して ， 皮膚の酸化還元能力竝 に皮膚毛 細管の

滲透性 に 重大な る關係 あ bと謂 うを得ぺ し．．

　從來丈獻に 徴す る に 新産兒生理 的黄疸 と皮膚 の

酸 1ヒ還元能 力と の 關係に 就し・て の調査 ｝ま知 ご之 を

見免 W ．F ，　Pe亡ersen ＆ B ，　APP 爭1皿 跚
1）（1933）は

メ チ レ ン 青皮内 反應に よ り生體内表皮の酸化還 元

能力を觀察し，石井
1）

， 石川
3），八 木

4）等 は之 を内

科 方面 に應用 せ り， 而 して余 は之 を薪薩兒に應用

し， 皮膚の酸化遐元 能力 と生理的黄疸 と の 關係に

．つ き調査 し， い さ sb ・興味 ある結果を得た る に よ

り茲 に報告せ ん とす．　　　
’
．　　 ⊃

　　　　　
「

第 2 節　實驗材料竝 に方法

　 A ）
’
實驗材料は 昭和 23年 6 月末 よ り ゴ0 月中旬

迄本院 IQて 取 扱 い た るi新産兒 51 例に 就 き，娩 田直

後 よ り第 2◎日迄計 310 囘に 互 り實施せ り．

　 B ）　實驗方法 ：　メ チ レ ン 青液 は 生理的食鹽水

に て 0 ．002％ とな し ， 之の 0．05cc をツ ベ ル ク リ ン

用注射器 を用 い ，　前膊内側皮 内 に｛生入 し ， 青 色斑

の瀰退 に要する時間 を測 定 し ， 分單位に て記載せ

　り．

　　　　　　　第 3 節　實驗成績

　　　　 第 1 項 　『F均 値に 於 ける觀察
’

　 新薩兒生理 的黄疸 に於 け る 皮霄酸化邏元能 力の

推 移の概 略を知らんと欲 し， 各 日 に於け る雫 均値

を求 め で觀察せ b．

卸 唹 ける穐 値竝 に 危險度
s’　5−％ の 鰈 圏

準均値の 存在範園は ， 甼鞴 は直後 9・3 分 第 1H −

9．8分 ， 第 3 口8 ．4 分 ， 第 5 日 8 ・3 分；第 7 日 8・3
、

分 ， 第 9 日 8 ．8 分 ， 第 1田 8・9分 ・ 第 1｛ 日 13・5

分に し て ， 危髄 吾埴 後 n 〜 吩 ， 第
』
坩 12〜 s

分 第 3 日 10〜6 分 ， 第 5 日 10 〜 6分 ， 第 7
『
日 9rNi

7分 ，
tli・9・　 M エ0〜 8 分， 第 11 日 11〜7 分 ・ 第 14 口、

18〜 ］  分 な り．

叉全例 51 例 310 囘 鯲 け る 甼縮 は 9 分  ・

　　　　第 2 項 　肉眼的責疸度 と の 關係

　皮膚の酸 化還元能 力 の 推移 を肉眼 的黄疸度に分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吋

類 し觀察せ んとす．

　 A ） 黄疸（一）の場合

第 17 例 に於て は直後 19 分 第 1 日 19 分 ， 第 3

日 13分 ， 第 5 日 ユ4 分，第 7
「
日 7分な り・

　 B） 黄疸（十）の 場合

　第 12 例 に於け る 各 口の 雫均 値に 於 ける 成績は

直後 9 ．2 分 ， 第 工 口 ］σ．7分 ， 第 3 日 10 分 第 ・5

日 7．3 分，　第 7 目 9．2 分 ，　第 9 日 95 ｝・な り・

　 C ） 黄疸（砦）の場合

第 37 例 に細 る各 日めr・堀 魄 直後 苧・7分 第

1 日 11
，
9分 ， 第 a 日 8 ・2分 第 5・U・’8 ・6 分 ・ 第 7

日 S．2 分 ， 第 9 日 8 ・5分 ， 第 11 日 9 ・6 分 第 1翊

14 ・3 分 を示 す．

　 D ） 黄疸（柵）の場合

　第 11 例 唹 て は第 1 日 17分 第 3 日 12分 第

tt・H　6分 ， 第 7 臣 分 ・ 第 9 「即 7分 第 11 日 8 分 ・

第 14 日 19 分 ， 第 17 口 11 分 な り．

　　　　　第 3 項 肉眼的黄疸度竝 に

　　　　　　 血 中 ビ量との 關係
　 肉眼的黄疸度 と血 中ビ量 と は 必す し も個 々 の例

」

1

．。黒  磊無焦譲 膿 謡 忠 鵯 簒ぬ 笋無 黒 竢 ・・
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昭瀦 24 年 10封 ！H　　　　　　　　　　．　 “

に就 い て は不行せ 毒と 前囘に 於 て違 べ し所 に して

之 等の劇膚 の 酸化遐元能 力は 如何 な る關係に あ リ

ド

や を檢討せ ん と す．』
，

　A ＞ 黄疸（十）と（卦）との 比較
　 　 　

’
　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　 t

　 　 　 　 　 　 　 第　　1　 表

κ　　日一
　
’直緩　1　　z　　3　　4　　．歹　　6　　7　　8　　9　　／ジ　ノ〆　／2　！3　〆4　が ゴ5　’厂

一
　
｝
　＋ 　＋　＋　卜　＋　＋ ＋ 　＋ 　＋ 　ヤ　＋ ヤ　＋ 　＋　←　壅

・

9寺 間 ！240 　 吻 　　go　 80　 ア〃
暫

ζク　 　 6 び　　 6〃

2 ρ

10

矯

第　　2　 爽

　最高黄疸係數値工OO を示 せ る 黄疸（＋）例 （第 35

例）と（幵）例 （第　14 例）とを 時間強度曲線を以て比

較せ んに ， 第 工度例は第 1 表の 如 く， 直後．7分 ，

第 1 日 7分 ，

・
第 3 日 7 分 ， 第 b よ b少 し く下 降 し

6分 ， 第 7 日 5 分 ， 第 9 日 5分 ， 第 11 日 5分 ， 第

1t よ り少 し く上昇 し 9分，第 17 日 8 分に して ，甼

均値は 6・9分 を示 す♂ 第 2 度例は第 2 表の 如 く，

第 ユ 日 ユ6 分 ， 第 3 日 18分と少 し一く上昇 し， 第 5 日

よ り下降 し 12分 ， 第 7 日 7分で最低 ， 第 9 日 9 分

と上昇を開始 し， 第 工1 日 13分 ， 第 14 日 25分 ，

第 17 日 15分 に して ， 平均値は ユ4 ．2 分を示 す，

　B） 黄疸（升 ）例 と（卅）例 と の 比 較

　　 　 第　 3　 表　　　 、　 第　 4　 表

　黄疸 （廾）例（第 8 例）は 黄疸 （卅）例 （第 11 例）よ ．

り黄疸係數値高値を示 せ 、る に よ り兩者 の皮膚酸化

還 元能力 を時間張度曲線を以 て 示 せ ば ， 第 2 度例

は第 3表 の Sn　
’
〈， 第 1 日 3分 ， 第 3 日 5分 ，

∫
第 5

、・，　 ＼

A

i
：29− 2S

分 ， 第 5 日4 分 ， 第 7 日 よ り少 し く上昇 し 8分 ，

第 9 日 12分に して ， 甼均 値は 6．4 分 な り，第 3 度

例は第 4表 の如 く， 第 1 日 17分，第 3 日 12分 ，

第 5 日 6 分 ， 第 7 日 4 分と最低値， 第 9 日 ゴ7分 に

・
して ， 牢 均 値は 11．2 分 を示 す．

　　　 第 4項 皮膚黄疸出現 閾 との關係

　 皮膚黄疸出現 閾 に關 し， 成入 と異な り血清 ビ量
．

極 め て高値な る ものあ りとは 前囘に述 べ し所 に し

て ， 之 と皮膚駿 化邏元能 力との關係を檢討せん と

す．

　
・
黄疸

6）・　 「）係數値測定せ る 40 例 に 於 ける 皮膚黄

疸出現 閾に就 い て の 睨 色時聞の雫均値は 9 ．2 分 な

b．

　 次 に 皮膚黄疸出現 閾 に 於 ける 脱色時間に 闘し

て ， 黄疸係數 30 迄 の例 と 50 以 上 の 例に就 き比較

せ ん とす．
’

eA ）　黄疸係數値 30 迄 に て黄疸出現 せ 幻例は 40’

例 申 8 例な り．帥ち第 16 例 11分 ， 第 20 例 工0分 ，

第 21 例 13分， 第 24 例 22分 ， 第 26 例 5分 ， 第 41

例 1  分 ， 第 42 例 15分 ， 第 47 例 6 分 に して ， 雫

均値は 11．5分な b．

　 B）　黄疸係數 50 以 上 に て 黄疸 出現 せ し例は 4 

例中 17 働なり．．帥ち第 8 例 3 分 ， 第 11例 15分 ，

第 14例 17分 第 1嘲 13分 ， 第 19
吊
例
・11分 第．

23 例 1  分 ，　第 27 例 9 分 ，　第 28 例 11 分 ，　第 29 例

8菟 第 30 例 8分 ， 第 34例 9猛 第 35 例 7分

第 37例 4 分 騨 9例 4 分 ， 第 40例 6分 ， 第 43

例 4 分 ・ 第 49 例 4分 に して 不均値は 8湛 分 な り．

　　　　　　 第 4 節　小 　　括

噺 盧兒生理 的黄懸 こ於 け る 皮膚 の 酸化遼元能力・

の推移を雫均値 に 就 い て 見 る に ， 黄疸張度なる第・

幾日， 第 5 日 ， 第 7 日に於 て メ ヂ レ ン 菁脱色時聞

は稍 k 早 く， 血 中ビ量増加と共 に 皮膚の酸化遐元

能力 も亦僅か に 上昇せ る もの 〜 如 し．

　全例 310囘 に鷙け る總準均緯は 9分に して ， 之

を八 木 の成人 に於 ける 50 〜 6〔吩 と比 較せ ば その差

顯著に して ， 明 か に新産兒の 皮膚の酸化遐元能力

は極め て 旺盛 な る もの と云暴を得べ U・

　次，に肉眼的黄疸度と血 中ビ量 と は 個 々 の例 に 於

て 必す しも一致 せ ざる こ とは 前囘 に述 べ し所 な る

ダ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熱

N 工工
一EleoLronlo

　
Mblary
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　も， 之等 と皮膚の酸化還元能 力 とは如何な る關係

に あ りや に 就 き檢討す る に， 血中ビ量同値を示ぜ
’

る黄疸 （十）例と（廾）例 と を比較骨ば ， 明瞭に黄疸

く十）例 は （幵）例 に 比 し メ チ レ ン 青脆色時間 は 早 ．

く， 又 （−H−）例 中ビ量特 に 高値を示 せ る もの に就 い

て 見 る も同様（卅）例 に 比 し（−H−）に於 て 朋 か に胆色

蒔 聞短 し． 帥 ち血 中ビ量同 値乃至 稍 土高値を示 せ

る場合 に於 て も恂その 皮膚の酸化邏元能 力旺盛な

る もの に於 ては ， 黄疸比 較的輕度 に經過す ざ もの

ある を明 か に し得た り．

　 皮膚黄疸出現閾 に關 し， 成人に あつ て は ，
0 臼9−

o   d8） に よれば黄疸係數値は 15 なる に ， 瓢産兒に

於て は
一
般 に 極 め て高 く， 之 の黄疸禺現閾 と皮膚

．の 酸化還元能 力との關係を冕れば ， 脱色時闇の雫

均 値は 9，7・“t ・｝：・Vて ， 戯 の 成績 に 上ヒ波 膚の酸

イ匕能 力は著 し く旺盛な り． こ の ため成入と異な り

その 出現 閾は 極 め て 高値を示 せ る もの と云 うを得

べ く， 叉 皮膚黄疸出現 閾 に よ り係數 30 迄 の もの

と，50 以 上 の もの に就 き比 較せ ば， 前者の甼均値

一
獄 稍 ）高 く 11．5分に して ， 後者は稍 圭低 く8A 分

に して ， 皮膚黄疸出現 閾高 値なる もの は低値な る

　もの に 比 し 明か に 皮膚 の 酸化還元能力は 良好 な

　ら．　　　　　　　　　　　　　 丶　　 ・

　　　 第 2 章　皮膚毛細管の 滲遶性に就て

　　　　　　　 第 1 節　緒　　言

　 薪産兒生理 的黄疸 に於 け る皮膚毛細管の 滲透性

鷲 就て は ， 既 に Anselm｛po9 ）
，　 K 　 Julius　w 　F ．

Hofrmann 及び Sch皿 idt　lo）等は ヒ ス タ ミ ン の 皮

内カ タ フ オ ーゼ應用 に よ り
一

過性 人 工 黄疸を證明

　し，．
’
皮膚毛細管の滲透性 と黄疸 とは極 め

．ta
−・
接な

瀾係あ る を述 べ た り． 然 れ ど も本症 と皮膚毛細管

の 水分代謝 に關す る詳細 なる報告は 之 を見す，・ 依

　つ て 余 は i翫産兒皮膚特異性 に蘭し， 前章 に 於 て逋

べ し皮膚の酸化還元能 力の推移をす る と 同時 に 皮

溝 毛細管の水分代謝の 推移 を覗知せ ん と して 本實

．驗 を施行せ り．

　　　　　 第 2 節 實驗材料竝 に方法
k

　 ．A ）　實驗材料 は晦夢と同応 ・

　　B ）　實驗方法 も前章 と同 じ く， 測定は ク ワ ヂ ル

稍 失に 至 る迄 の時闇を單位分 を以 て せ り．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 砂

藁

唖

日本産科嫌人科學會雑誌　第 1 卷　第 4號

　　　　　’　 第 3 節　實驗成績

　　　　 第 工項 雫 均値 に於 け る觀察

　薪産兒生理 的黄疸に於 ける 皮 膚毛細管の水 分代

謝の推移の概略 を知 らん と欲 し， 各 日 に於 け る 平

均値 に就 き觀察巷b．帥ち直後 8 ．9分 ， 第 1 日 12 ．7

分 ， 第 3 日 11．1分 ， 第 5 日 12 ・2分 ， 第 7 日 12 ・1

分 ， 第 9 日 12 ．8 分 ， 第 11 日 工3 ・2 分 ， 第 14 日 16・4

分 を示 す． 危險度 5彡塑 母集團鞠 値の存欄 甌

は直後 11〜7分 ， 第 1 日 ユ5〜11分， 第 3 日 13〜9

分 ， 第 5 日 14〜 10 分 ， 第 7 日 14〜 10分 ， 第．9 日

16〜 10分，第 11 日 工6〜 10 分 ， 第 14 日 2   〜 12 分

な り．

　5〈蠱 例 51例 31D 囘 に於 ける 甼均値は 12・1 分な

り．

　　　’
第 2 項 　肉眼的黄疸度 との關係

　皮膚 毛細管の水分代謝の 推移 を肉眼的黄疸度に

分類 し觀察せ ん と す．

　A ）　黄疸（一一）の場合　　
’

　第 17例 に於 け る成績は直後 24 分 ， 第 1 日 18分 ，

第 3 日 16分 ， 第 5 日 工6 分 ， 第 7 日 10分漸減す．

　B） 黄疸（十 ）の 場合

　第 12 に於 例ける 甼均値は 直後 7・7分 5 第 1 日

15 ．1 分 ， 第 3 日 10．6分で最低値を示 し， ee　5 日

13分， 第 7 日 13・8分 ， 第 9 日 14・8 分 を示 ず・

　 C） 黄疸（廾）の場合

　第 37例に於 け る 平均 値は 直後 8・4分， 第 1 日

11・9分．一第 3 日 11・1分，第 5 日 IZ・1分 ， 第 7 日

11．4 分 ， 　第 9 日 11．6 分 ， 　第 11 日 13．1分 ， 　第 14

日 17．2 分を示す．

　 D ） 黄疸（帯）の 場合　 一

　第 11例 1唹 ける成績 は 第 1 目 6分 ・ 第 3 日 12
、

分に 上 昇，第 5 日 6 分 に下降， 第 7 日 23 分 と急上

昇 ， 第 9 日 30分 と最高値を示 し， 第 11 日 23 分，

第 工4 日 19 分 ， 第 17 日 24 分 を示 す．

　　　　　第 3 項 肉眼 的黄疸度竝 に

　　　　　　　血 中 ビ量と の 關係ピ

　 肉眼 的黄疸度 と血中 ビ量 とは必す し も個 々 の例

に 就 い て は雫 行せ ず． 之等 と皮膚 毛細管の丞分代

謝 と如何 な る關係に あ りや を檢討せ んとす．

　 A ） 黄疸（十）例 と（−H−）例との比較

4

麺

＿＿』瓢 謡纛講 鼠轟羲黜 認 韓擲 占脇
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第　　b　 表

第　　6　　表

聾
餤 ノ 234 グ ‘ 7 ゲ 9 直後！ 2 ， 4

．
567 ∂ ヲ

曽
　
一
　
亠
　 ÷ 　 ＋　 歴 　 骨　 ＋ 什 ＋ 一
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　 最高黄疸係數値 100 を示 せ る 黄疸（＋ ）例 （第 35

例 ）と（十 ）仞（第 14例）とを 時間張度曲線を以て 比

較せ んに ， 黄疸（＋）例は獅 劾 如 く直後 7分 ，

第 1 日 7分 第3 日 7分 第 5 日 6 分， 第 7 日 6 ．

分 ・ 第 9 日 9分 ・ 第 11 日46分 ， 第 14 日 7・分 ， 第
工7 日 8 分 に し七， 雫 均鰒は 8．1 分 な り．黄疸（−H−）
例は第 6 表の 如 く第 1 月 19分 ， 第 3 日 23 分 ， 第

る 日 工4 分 ， 第 7 日 18 分 ， 第 9 日 9 分 ， 第 11 日 工3

分 ・

“
第 1珀 H 分 第 1珀 13分に ル て

， r勇 疽

は ユ5 ．4 分な り．

　B） 黄疸（廾）例 と（帯）例 と の 比 較

　　　 第 7 表一 　 第 8 表
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　黄疸（幵）例 （第 8 例）は（柵）例 （第 11例）よ り黄

疸 係數値高値を示せ る に よ
・b ， 兩者 の 皮膚毛細管

の水分代謝 を時闇強度曲線 を 以 て 示 せ ぱ ， 黄疸

G卜）例 は第 7 衷 の如 く第 1 日 工工分 ， 第 3 日 11分 ，

第 ．5 日 7分 ， 第 7 日 20分 ， 第 9 日 16分 に して ，

平均 13分．黄疸（晋）例 は第 8峩 の 如 く第 1ur　6 分

第 3．日 12 分 ， 第 5 日 6 分 ， 第 7 日 23分， i第 9 日

豹 分 に して ， その 不 均値は 15 ．4 分 な り．

　　　第 4 項 皮膚黄疸出現閾 との 關係 　．

　 域人 と 異 な り皮膚黄疸出現 閾 は 極 めで 高値な

　り． 之 と皮膚譱細管の滲透性 との關係に 就 ぎ檢討
せ んとす．

　 黄疸出現闘 に於 ける ク ワ デ ル 吸牧時聞の總甼均

値は 10．2分 に し て
， 皮潜黄疸 出現閾 に於 け る黄疸

係數値 30 迄 の例 と 50以 i の例 とに 就 き比 較せ ば ，

『！
A ） 係數 30 迄の もの は 40 例中 8 例．帥 ち第 16

例 23 分 ， 第 20 例 14 分 ， 第 21 例 13 分 ， 第 24 例

22分，　第 26 例 9分 ， 　第 41 例 8分，　第 42例 8 分，

第 47 例 6 分 に して ， 干均 ユ2．8 分 な b．

　 B ）　係數 50 以上 の もの は 40 例 中 17例． 帥ち

第 8例 1工分 ， 第 11 例 9 分，第 ユ4例 2工分 ， 第 15

例 工5分 ， 第 ユ9例 工2分 ， 第 23例 10 分 ， 第 27．例
一9分 ， 第 28例 15分 ， 第 29 例 6分，第 30例 7分 ，

第 34 例 9 分 ， 第 35 例 7分 ， 第 37 例 6 分 ， 第 39

例 9分 ， 第 4σ例 6分 ， 第 43 例 8
’
fi， 第 49 例 4 分

に して ， 甼均 9．6 分 な b． 

　　
・

　 　 　 第 4 節 小 　 括 　 　 　
『

　新塵兒生 理 的黄疸 に於 け る 皮膚の 水分代謝に關

し， 吉矢
u ）等は薪産兒黄疸を認めた る例 に 就て 生

後 2〜 3 日闇は水分移動性大なる も， 黄疸著明 とな

る に從い 却つ て減少する と云 え り． 余の例 で は 雫

均値 に於て は血 中ビ量最大値を示 せ る時期第 3日 ，

第 5 日， 第 7 日 に於 て ク ワ デ ル 淌失時問は少 し く

早 し． 帥ち血 中ビ量壇加 と共に皮膚毛細管の滲逶

性は稍M 亢進せ る傾 向を認 め得た り．

　全例一51 例 31  囘 に於 け る 甼均値は 12．i 分に し

て ，一之 を吉岡
12）等 の威人 に於 け る成績 の約 1時閥

と比 較せ んに ， 明 か に新産兒庚膚の 水分代謝は著

し く亢進せ る もの と云 うを得べ し，

　肉眼的黄疸度竝 に 血 中 ビ量 と 皮膚水分代謝聞に

如何な る關係 あ りや を檢す るに ， 血 中ビ量同 値を

示 せ る黄疸（＋）例 と（卦）例 とを比 較せ ば， 明 か に

（＋ ）例 に於て ク ワ デ ル 淌失時闇は早 く， 夊 ， 黄疽

（一H一）例 中（帯）例 よ り血 申 ビ量高値を示 せ る もの と

（帯）例 とを比較 する も， 同樣前者 に於 て ク ワ デ ル

淌失時間は早 し， 帥 ち血 中ビ量同値或 は稍 丸高値
を示 せ る場合， 皮膚毛細管の 滲透性の 亢進せ る も

の は皮虞黄疸比較的輕度に經過する を認 めfe　b．

　皮膚黄疸出現 閾と 皮膚毛細管滲透性 と の 關係 tc　
a

斗

r’〉．．

h耳 　
’ ．

麟

N 工工
一Eleotronlo

　
Llbrary £ βrvle

『



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

’．
鵡

132− 2呂 日本 産科嫌人科學會雑誌 第 1卷 第 4 號

　　　 就 き檢 す る に ， 皮膚黄疸 出現閾に於 ける ク ワ デ ル

　　　厭 時間の 黝 値は 1砿 分に して誠 人に比 し早 、

　　　　
’
V． 帥ち新産兒は 成 人に 比 し皮膚毛細管滲瀏 生の

　　　　亢進せ る た め ， 成人の 皮膚黄疸出現 閾 と異な b高

　　　　値を示せ る もの と云 うを得べ し ジ

・e
　　　 叉黄疸係數値 30 迄の もの と ，

50 以 上の もの と の

　　　　皮膚毛細管の滲透性を比較せ U こ， 前者 の4 均 値

　　　　は 12．8 分に して 總甼均値 よ
、
b大 ，

伊
後者は 9・6分 に

　　　　して總乎均 値よ り小 な b．
．
帥 ち皮膚黄疸出現閾 に

　　　　於 け る血 中 e
“
量高値な る もの は 低値 なる もの に 比

　　　　し， 明 か に皮膚毛細管滲透性は 良好なる もの と云

　　　　うを得べ し．　　 ・　　　　　　　　　　 tlt

　　　　　F　
1
　．　

ρ
　第 3 章 　@ 總｝舌竝【二結言

　 　　ま　　　　　　　　　　　

； 　　　　　新産 兒生 理黄疸と皮 膚との 關 係 に 就 いて

業績 　　　　 は 從 來 極 めて 稀
に し て，Anselmirod 及び Sch

dt 　　 　　等の皮膚毛細管 滲 透 性 に 就いての 報 告 を

るのみ ，

　
　 　なり鹽 ．余は 本 症 と皮 膚と の關 係に 就 き

皮膚の酸 　　 　 　 化還元能力と 毛 細 管滲透 性との 兩面

ら檢討を行 　 　 　　 い， い さS か得 る 所 あ りたるを 以

茲に前邇の成 　 　　　績

總括せんとす． 　 　　　　 全例 5 ／例310 囘
に 於けるヱト

値は，皮膚の酸 化 　　　　還元能 力竝 に皮 膚毛 細 管滲

性は共に成 入 のそれ 　　 　 　起 比し 著しく亢 進せ

ものと去うを 得べし ． 　　　　 　 各 日 に 於 け る早均 値

就いては ，血 中 ビ量増 加 　 　 　 　と共 に皮 膚の兩 機能

稍圭亢進 なる

向を認めた 　　　　 り． 　　　 　　肉眼的黄疸 度

分類し皮膚
の 爾機能を 觀察せ し 　 　　　 に孝 黄 疸度に

り薯明なる差異を認め得ざりき． 　 　 　 　　 肉 眼的黄

度と皿中ビ 量とは個 々に於て は 必 す 　 　 　 　 しts 、t2

せざるも， 之れ の賄礁 能物 匿 罸係 は 　 　 　　血 中ビ 量

値を示せ ろ場合に 於て も叉 高値を 示せ 　　 　
　
る場 合に

ても，皮 膚の 兩 機能 亢 進 せ る’ものは 否 　 　　　 ‘ざ

ものに比 し 皮膚黄 疸 比較

輕度に經過す と 　　　　 云うを 得ぺし． 　 　

　　継児 皮 膚兩 機能 の 亢進 せ る事實より1 皮 獻 　　　

疸出現闘 に 關 して は本 機能

重大なる役 割 を演す 　 　　　 べきものと 信す ． 　

　　　叉皮値黄疸出現閾に關し高値

る もの と低比 な 　 　 　　　 　　　　　　 　 　

　／ るもの とを 比 較せしに，皮膚 の爾機能 は

者に於 て明かに 亢進せ b ：師 ち 皮膚 黄疸畠

閾 高 値 な る もの激 膚の 兩 機能 は 亢 進せ るた

，並仲ビ量高 値なるも 皮膚黄疸發現 ぜざる
も
のと

云

を得べ し． 　　 　　 　　　　 　　

　　　 　　・　　1 　　『 　以上の所見より

の 如く結論せ り． 　（D 薪産兒 皮

の酸化還元能力及び毛細管滲透 性 は 成人 に比し 著

く亢
進
せり ．　 、

i2）ifitl ・Pビ量壇 加 と 共 暇即 兩聯旨 は

坑 進せ．る傾向あり． 　（ 3 ） 血中 ビ 量

値 或 は 稍塙 値のもの 駈こ効て も ，そ

皮膚兩機能 の亢 進 せるものは 否らざ るも のに比し
波
膚

疸 比 較的輕躑二經過す ・ 　（ 4） 縦

に皮膚黄疸出現閾の 高 きは・irfes ’能 竝

皮膚 兩 機能め 亢 進による もの と信免 　（5）新産

に 於け

皮膚黄疸出現 閾の高 値 なる ものは低 値なる も めに

し ， 皮膚の兩 機tle は亢進 せ り．

（6 ）以上 の咸績よりi新 産 兒黄疸 の出現 竝にそ

搬爛して は 洫丘 陀含 量 の 重
大な
る は勿論 なれ

ﾇ ， 皮 膚 の
酸 化還 元 能 力 竝 に毛細 管の滲瀏生

亦 大なる影饗を及 ぼす ものな るこ tt とを 認め得劾 ・

す 邸尠，御指糊校閲 の 戦 貝翳籾ナ・る恩 師 吉」 ：l

授 ，院長中野博士 竝 に絡始懇篤なる御 舜導を 忝5 ぜる

院長岡田博士に奬し ，護みて

甚 ゐ謝意 を捧ぐ， 　（本 論文要旨は第ユ囘東海産科
嬬人科 學會 に 於 て 發表） 　　　　
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